
多頭飼育養豚にbける管理と畜合施設について

所 和暢

(道立滝川|畜試)

はじめに

日本K長ける養豚の多頭飼育のの歴史は浅く、管理や施設の面でみるかぎタ副業的左ひさし養豚K金

いて試みられた方法が、そのまま単忙引き仲ばした型として、長〈続けられてきた。しかし、規模拡大

が進む左かでとれまでの方式では対応でき左い面が多くり、新しい管理方式の確立が望まれている2
特K北海道K沿いては、寒冷積雪という気候条件と比較的豊か左土地条件があるが、管理技術、あるい

は畜舎施設K対してとれら条件を加味した研究が、とれまで少左かったよう忙思われる。
う十

筆者も 46年から本格的忙とれらの問題を取タあげ、道内養豚の個別経営の実態Kふれる機会をえた。

そとで、とれらの調査中K感じたととを中心K、 2""Rの事例を紹介し左がら筆者の考えを述べてみた

い。

在主子、本研究会の会員は、比較的養豚忙関与する機会の少左い方々が多いと思われるととから、北海

道の養豚概況Vてついても簡単Kふれてみた。

l 北海道における養豚の位置

(1) 豚肉の生産

北海道K長ける豚肉の生産を枝肉生産量でみると、とれまで 24.0 00 tから 25. 0 0 0 tを推移し

ていたが、 45年では 34. 0 0 0 tまで増加している。との豚枝肉量が総枝肉量に石める割合は、 44 

年で 68.6婦、 4 5年で 66. 5婦とその比重は高〈、ほほ道民の需要を満している。

(2) 頭数と規模

4 6年 2月(rCi;"ける北海道の豚信j養頭数は、 33 8.200頭(内繁殖雌豚 37.700頭)であれ戸数は

12.97 0戸であった。一戸当タの頭数では 26.1頭と全国平均の 17. 3頭をはるかに上まわっ.ている。

(3) 地域性

地帯としてみると複合化Kよる生産所得の向上を目的として網走、北見を中心とする畑作複合養豚、

石狩・空知なよび上川|の稲作・畑作複合養豚が定着しているO また、地方消費経済圏を背景とした事業

的、企業的を都市近郊養豚が札幌・函館・旭川1:;1:，.，.よび帯広左どK展開して:;1:，'".b、複合型と併せて肉豚生

北海道家畜管理研究会報第?号， 15""29， 1972 

美滝川|畜試では 46年から「寒地K長ける豚の飼養管理技術の体系イヒ Jという課題で、飼養・衛生

をよび経営の担当者Kよる協同研究が開始された。
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産の主要左、 K左い手と在っている。

2 養豚の飼養管理的類型

養豚経営K長ける最終生産物は肉豚であるが、子豚から肉豚K仕上るまでの過程は、それほど簡単左

ものでは左〈、摸式的K示すと図 1のよう K左る。

図-1 子豚から肉豚まで
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個別の経営では、との一連の生産過程を同一経営内で行左う一貫形態、子豚を専問K生産する繁殖豚

形態、定予よび、子豚を購入して肉豚生産を専問とする肥育形態K大別されるo 以上の区分は、管理作業や

畜舎と関連する生産過程からの類型化で的、その内容を表1Kまとめてみ7ご

掛農業経営の分野では別の区分がある。
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表 1 養豚経営形態

生 産 物 経 営 経 件邑ι 内 h廿._. 

繁殖豚
種豚専門飼養 種豚場(ブリーダー);一部肉豚飼養を含む

子 豚 生 産 肉用素豚販売 複合型農業養豚;規模小~中、飼料一部自給
経 持邑b 

専門飼養 家族労働主体、糞尿畑環元

繁殖・肥育
i (1) 複合型農業養豚;規模小~中

一貫飼養
飼料一部自給(繁殖豚)、家族労働主体

(子豚生産) 一 買 糞尿・畑環元

l (2) 都近郊専業的;規模中~大、飼料一部残飯

肉 豚 生産 経 件邑ι 家族労働主体、子豚一部購入

は一部販売

ものを含む
白)都市近郊専業的~企業的;規模大、飼料配合

¥ 単味、残飯、家族労働+雇用

肉豚飼養 (1) 企業的~専業的;規模大

肉 豚 子豚購入 飼料配合依存(残飯依存)

肉 豚生 産 雇用労働、土地と無関係
経 営

Lω 一 貫 経 営 白 中 で 似 倣 近 い 型 白 も 白
ー一一一一一

北海道K沿いては、一貫形態をとるものが多い、自給飼料を基盤とした複合型養豚、食品工業残さや

残飯を刺用する都市近郊の専業的養豚が代表である。前者Vてついて壮、農林水産技術会議の企画Kもと

2) 3) 

づ〈地域標準体系の一環として、すでK技術的、経呂的在検討がをされているo また後者Kついては、規

規模拡大の中で養豚団地を新しく形成するものも認められる。

最近の傾向としてみのがすととができ左いのは、子豚を購入して肉豚肥育を専門化した企業的多頭養

豚の増加であろう。との場合の子豚導入先は、規模の比較的小さい複合型農業養豚が主体であb、今後

の子豚生産基盤の整備や子豚市場の形成左どが大きく影響するものと思われる。

3 繁殖豚飼養の管理と畜舎

現在認められる管理方式を表 2(rCまとめてみた。

とれまで子豚生産の主体は、農業と複合した比較的小規模のしかも数の多い飼養農家群Kよって占め

られてきた。との場合の管理方式は表の I型K属するもので、繁殖豚を個体どとに舎飼する多労的左も

のであった。しかし、子豚需要が高まタ繁殖豚の規模拡大を進めるVてあた夕、従来の集約的左管理方式

をとる子豚生産農家群では、労働の競合が著し〈十分左発展は望め左い。とのため新しい省力的左管理
め5)

方式を確立する必要があ b、栗原は早くからとの点K注目して、妊娠豚む群放飼、分娩日甫乳介助の省力

化を提起した。表の E、E型は妊娠豚の群飼育と無看護分娩を組み合せたもので、今回の調査でも E型
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表 2 繁殖豚の管理方式の例

型 醐期 (115日)分手授乳日?離乳九胎期
25--4 5 E3) ! ( 1 0日〉

備 考

I単飼 -個体飼養(放牧・ -年間同一豚房K繋養、規模小一従来

放飼〉 ック) ・定量給割安酌 型

-定量給与 -定量給与、赤外 -自給飼料の利用

線電球、保温マ

ット利用

E群信j -群飼養(4.-.8 -個体飼養(+パド・群飼養 -期間どと K豚房、豚舎が異在る。

頭)+放枚、放飼 ック) -定量給与佼@e) -分娩柵、給餌柵附属、無肩護分娩法

-定量給与 -定量、自由採食 -規模中~大

-赤外線電球、保 -配合飼料の利用

温マット、温風

機利用

E群飼 -群飼養(8-15 -個体飼養 (10日 -群飼養 'IIタイプとほぼ同一であるが、施設

頭)+放牧、放飼 間)後 -定量給与佼画D としては各時期の独立した豚舎があ

-定量給与 群飼養(子付 b、特vc:5.子娩豚舎は、無看護介娩の

群飼) ために保温K留意されている。

-定量、自由採食 -大期模

-分娩豚舎の全体

的保温

※ いづれの場合でも糞尿処理は一輪車、 リヤカー左どKよる手最搬出が多い。

が明らかK増加している。

妊娠期の群飼育Kは、さらK放牧や放飼をと b入れるとと Kよれ繁殖豚の健康保具子豚育成率の

向島ょび省力イ?がはからtL60 分娩柵を設置して行左う無看護分娩法は、温暖在地方(主として内地

府県)で確立された技術として広〈普及している。北海道では冬季の低温時K実施した場合の新生子豚

への影響が検討ぎれ、年聞の完全実施Kはとれまでの子豚保温方法と質を異Kした無看護分娩を前提と

した保温対策が必要であるo 今回の調査では、とれまでの局所保温から温風暖房機、温水暖房機を利用

した全体的加温の傾向が認められる。

図 2、8幸子よび4は、比較的規模の大きい経営K長ける繁殖豚舎の略図である。

事例1は、 5 0頭の繁殖豚を家族労働 1人で管理する稲作複合型の繁殖専門経営である。管理作業の

特色は、妊娠豚 4頭を 1群として管理し、分娩授乳豚は従来の方式(分娩日甫乳介助を行左う )vcよフて

¥(-).る。豚舎の特色は、上壁の外側は波型鉄板とし内側K発泡スチローノレ (15mm)を用い、天井裏を広

くとり(高さ 1.8 0 m. )敷料(細切稲わら)を大量Kつめとんで冬季の断熱効果を高めているととであ

ろう。飼料は配合飼料で、子豚は市場K出荷しているo

事例2は会社組織の一貫経営で、繁殖豚常時 120頭飼養し、肉豚を 2.00 0頭(年間)出荷してい

る。

-18ー



ドー
図 2 事例 1 繁殖豚飼養
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管理は、 8-1  6頭の妊娠豚群飼を行左い、図K示した無窓分娩豚舎で無看護分娩を行左い、生後

1 0日目頃から母子豚を 2腹群飼育している。

畜舎の特色は、給餌柵を付設した群雌豚舎とフロアヒーティング(電熱線)と温風暖房機Kよって加

湿さえた無窓型分娩豚舎である。

事例 8は専業的左一貫経営で繁殖豚を常時 45頭飼養し、一部子豚購入して年間1.400頭の肉豚を

出荷している。管理の特色は、妊娠期の雌豚は単飼し、分娩は別の豚舎で無看護分娩するととであーるo

豚舎は、建物Vてそれほど留意されてい左いが、すべての豚舎K積極的左加温(温風暖房、電熱ヒーテ

ィング、温水暖房〉を実施している。

今後の繁殖豚が、とれまで見てきたどとし群飼ー無看護分娩という定型的左方向Vてすすむととは、

ほほ疑問の左いととろであろう。そとで、とれらの管理方式をす寸める場合の若干の問題点を指摘して

みたい。

まず妊娠豚の群飼では、離乳後の空胎豚を混信jするとき VCi>""とるはげしい闘争の問題があるO 広い放

飼場で新しく群を編成した場合Vては、弱い豚が広いスペースをKげまわっているうちK徐々に順化する

場合が多い。しかし冬期の舎飼時Kは狭い豚房内で直接闘争するため事故豚の発生があった夕、最後ま

で順化し左い豚があったbする。との場合の強さのj順化は、体重よ b年令や品種の差が大きいようであ

る?
次K飼料給与の問題であるが、妊娠豚では胎児の発育と合せて給与量を増加させるのが一般的左飼養

法であれ群飼では各群の分娩月日がある程度そろっている必要がある。とのため、発'1育の「司鈴ヒ等の

研究が必要であろうし、一方栄養面からは、群飼養K適合した飼養法の研究もすすめる必要があろう。

次K交目cVCかかわる問題であるが、繁殖豚の頭数が増加するととKよb交配回数も増加し、とれKか

かわる作業も無視出来左〈左っているo とれまでの個体どとの自然、交配を省力化(例えば雄豚と雌豚の

混飼〉した九人工授精導入左ども今後の検討課題で‘あろう。

繁殖豚の豚舎にヲいてみると、妊娠期はそれほど高温を維持する必要性も左いととから、今後管理作

業と関連の強い平面的左構造、特K群飼房の型式左どが豚の習性左どと合せて検討されよう。分娩授乳

期の豚舎では、分娩柵構造左どの検討は一段落しているととから、冬期の無看護を前提とした効率的左

加温方法の確立が望まれている。

4 肥育豚飼養の管理と畜舎

肥育豚(離乳から出荷まで)の管理は個別性が強く、定型的左方式はみあたら左い治九項目別K整理

すると表8のようである。

形態では幼豚期から出荷主で同一豚房、同一群で管理する¢劫Z、これまでの貫行であった。しかし多頭

化が進むKつれて、豚舎の保温、飼育密度、長よび豚舎の回転率左どの関連から、幼豚期と肥育期でそ

れぞれ豚房や豚舎を分けて管理する方式の出現も認められている。とれと同時K、総合的豚舎から専門
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表 8 肉豚の管理方法の概要

区 分 、管理方法の概要

形 豚同で合
4
R

荷出ら

群
か
一

期

同
豚

、

幼

房
態 -子豚期、前期後期Kよって豚房、群

構成を変る(保温、飼育密度との関

連)

一群の頭数|・ 1腹 8--1 0頭 Z腹 14--1 8頭 大群 20--3 0頭

飼 料 給 与|・自由採食、前期(4 0匂頃まで)自由採食後期定量給与、全期間定量給与

・紛餌、固ねれ液状

糞尿の搬出|・一輪車、リヤカ-VCよる手動搬出、水洗方式、機械搬出(トラクタ一、パン

クリーナー〉、窓から投げ出す

保 温 方 法 I.幼豚期K集中して各種方法が試みられている。(赤外線電球、電熱マット)

・最近フロアヒータ一、温風機の導入あb。

別豚舎へと移行し、大きさも 80--100坪(常時 200頭飼養)の豚舎を数棟並列した、いわゆる豚

舎群を構成するものが多〈在っている。

一群の頭数(1房当 bの頭数 )VCついてみると、一貫経営では 1-2腹の子豚(8-1 6頭)を一群

とする事例が多い。大規模左肥育専門経営では、 2 0...... 3 0頭を一群とする荷理が先進県で普及してい

るが、北海道では少左いようである。とのととは、子豚市場がほとんど左ぐ均一的左子豚を一度Kしか，

も大量K導入しKくい点在どが関係するものと思われる。

飼料の給与方法では、利用飼料の内容が個JJIJVCより多岐Kわたれきわめて個性的であるo 一般的K

は 1日2回の定量給与が多い。

糞尿の搬出方法は、一輪車やリヤカ-VCよる手動搬出が圧倒的K多く、機械化の事例はほとんど左ぐ、

豚房どと K窓から投棄するものもか左 b認められる。省力的であるとして水洗方式が試みられているが、

冬季Kは舎内を低温多湿Kするし、大量の汚水処理で行きづま bフフあるo

10) 
豚舎の構造では、デンマーク式豚舎の紹介を契機として、豚房型式、通路と豚房の配置左ど平面的左

構造の検討がす寸めら品。その基本は省力的であるととと、排糞場所を豚の離を利用して固定化す
11)12) 

るととであった。現在では豚舎中央K通路を設け豚房を複ヂIJVC配置したいわゆる中央通路複列式が一般

的である。豚房型式はデンマーク式(排糞所後方型〉かその変型C側方排糞所型が広〈普及しているo

13)14】15)
1頭当bの床面積は、研究報口が少左いが一般K坪 8頭(1 rrfVC 1頭)が標準とされている。最近不断

16) 
給餌法を前提とした間口の狭い奥行きの長いアメリカ式豚房左どが紹介されているo

豚舎構造の中でも屋根、床、壁恥よび天井左どの材料と換気方式は舎内環境と密接K関係する。しか
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1)17) 
し、との種の立面的構造は、とれまで日本忙沿いて豚舎ではほとんど検討されて争らず、最近注自まれ

はじめた。従来副業的左段階では、独立した豚舎が少左〈馬房台納屋左どを改造するものが多〈、一般

K飼育密度は低〈かった。とのため冬季か左 bの低温と在っても、すき聞からの自然換気左どVてよ b高

湿が加わるととは少左かった。低温K対しては、豊富K敷料を使用するととKよって対応していたし、

自給飼料や農業残さ左ど安価左飼料を給与するととrょb生産性の低下を会ぎ在ってきた。 しかし、

規模が大き〈在るKつれ、豚舎建築費を節減寸るするため断熱性K乏しい簡易左しかも面積の大き在豚

舎を建築するよう忙左b、豚舎の償却を早めるため床面積的にも気容積の上でも密飼いと左っている。

今回の調査でも、床コンクリート、腰ブロック積は定型的であるが、上壁は波型鉄板、板、スレート板、

佐よび合成樹脂板左どを一重するものが多〈、天井の無いものが半数を占めている。屋根は野地板と波

型鉄板が多いが、野地板のをいものも相当認められるo 換気方式では、自然換気がほとんどであ b、屋

根K排気筒のみを設置するものが多い。しかし排気口は入気口があってはじめてその効果を発揮するも

ので、かかる排気筒の効果は疑問であるo しかし、いたづらK換気量を増加するととは、冬季忙はかえ

って舎内を低温Kするととも考えられる。今回の配表調査で、舎内環境を把握するため忙、給水器の凍

結状況と結露状況を質問した。調査事例の半数が、冬器忙数回、あるいはほとんど毎日凍結するとして

:;b-. _!? ，結露忙ヲいては、全体の%が時々、 あるいはほとんど毎日、天井や壁K結露すると回答してい

る。とのととは、北海道K沿ける冬季の肥育豚舎は、舎内温度がか左 b低下し、きわめて高湿度である

ととを示すものであるo 配表調査中、実vc~~の回答者が今後豚舎を改造したいとしているととは、重

要左問題と考えられる。とのよう左舎内環境K台ける疾病の多発傾向や生産性の低下は広〈経験される

ととであれ籍回以本研究会ですで忙報告しているo

とれらK対する対策としては、適債j養環境を作出するととと、栄養学的在方面(飼料の質や量)から

の解決が考えられる。今回の調査中、前者K対するものとして、積極的忙断熱材を利用し電動換気扇を

とb入れる事例と、建物の構造よタむしろ電熱ヒーターや重油ストーブ左どの加温器具を導入するとと

Kょb除湿効果をめざすものが認められた。

図 5、 6、会よび 7は比較的断撚や換気左どの立面構造K配慮された例である。事例 4は北海道でき

わめて一般的左豚舎で高湿度のため後日屋根K発泡スチーノレをはbつけたものである。との程度の改造

ではほとんど効果が左いようである。事例 5、 6は建築当初から断熱、換気を計画K入れたもので、事

例 5では飼育密度がやや低いとともあって良好走環境が維持されているo
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中央通路複列式木造豚舎 3X20=60T=jZ

骨組;木造ヌキ合掌 床 ;コンクリート 4尺

屋根;波型鉄板、野地板 換気方式;自然換気

発泡スチロール20棚

暖房 ;無

天井 ;無
飼養形態， 1豚房 15頭

上壁;波型合成樹脂板 朝夕 2回の定量給与
配合飼料稲わら

腰;プロック 一輪車(水洗) 6尺 [cLLJ一 二
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図 5 事例 4 肉豚肥育
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中央通路複列木造豚舎 3;8 X 2 4 = 9 1. 2坪 2 2豚房
排気筒

骨組;木造ヌキ合掌 換気方式;

屋根排気 6ク所 30明ファン

(入気特別無〕

暖房;無

屋根;カラす失板、野地板

天井;ベニヤ、グラスウール 30脇

上壁;全面ビニールフィルム 2重
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中央通路複列式木造豚舎 3.5X 1 7 = 5 9.5坪 16豚房

骨格;木造 i

屋根;長尺鉄板
木毛板

天井;ベニヤ、発泡スチロール

上壁;外モルタル、中発泡スチロール

内ベニヤ板

窓 ;ガラス一重

腰 ;コンクリート

床 ;コンクリート

換気方式;八気→天井
側壁→電動ファン

暖房;無

飼養管理;子豚期と肉豚期の分離

朝夕 2固定量給与配合飼料

稲わら、一輪車と水洗

1豚房…一・ 12-1 5頭

l
'
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図 7 事例 6 肉 豚 肥 育 ( 子 豚 期 )



以上む実態から北海道K恥ける肥育豚舎では、冬季の低温高湿を改造するととが今後の重要左課題と

考えられる。

とのためには、豚の生産反応(飼料効率)(rC及ぼす環境条件の影響を言十数的K正しぐは握する必要が

あれそれを前提とした経済的左断熱方法、換気システムの選定、開発走ど工学分野からのアプローチ

が必要であるう。豚の生理・生産反応と環境との関係はとれま多〈の幸揺すふ九低温域の系統だっ

たものは比較的少左いようであるo

最後K繁殖、肥育K共通した問題である糞尿搬出と飼料給与の省力化Kついてふれてみたい。先十て述

べたよう忙糞尿搬出の実態はきわめて多労的である。管理作業の中でとの部分に要する時聞は最も多〈、

質的Kもきびしい労働であるo きわめて単純左fl撲であるから今後機械化するととが望ましい。現在、

スクレーパーやパンクリーナーを導入する例も若干あるが、豚では排糞習性や債草委形態を牛や鶏とか在

タ異Kするととから、糞尿を舎内で介離できる豚房楕・造と搬出機械を組み合せる必要がある。最近、排

糞所の床をスノコKした例が先進県K認められるが、水洗方式で搬出するため汚水の処理面で問題が出

ている。養豚では、乳牛と異タ規模拡大忙つれて土地との結合が少左〈左る傾向があ b液肥散布は今後

もあま b望め左いようである。

29)_~り 2~)~の
飼料給与作業の省力化は、とれまで肥育豚を主体として不断給与法や 8日(rC1回給説法をどの給与形

態との関連でとらえられてきた。しかし、枝肉む厚脂や飼料規産の低下左どの問題があb、まだ確立さ

30 )31 ) 
れた技術と在ってい左い。パイプライン忙よ b液状飼料を試みるものも先進県K出現している。とれま

で、とのよう K各種の試みがあるが、飼料内容が個別Kよbか左 b異在るととから省力化し忙くい面も

あb今後の課題であろう。

最近の配合飼料が高カロリー化しているとと左どを考慮すると、との種の問題は単K給与形態だけで

左〈飼料の栄養価を加味した研究が必要であろう。

5 標準技術体系と営農類型

とれまで農林水産技術会議よ b地域試験場を中心K標準撹町体系が組み立てられ養豚部門では関東東

32) ~_3). ~ 
山と北海道で計 8つの体系が発表されている。とれらのものは、豚の品種や飼料基準左どの記述はきわ

めて詳細であるが、畜舎施設と管理面では省力化を中心とした豚舎の平面的検討が左されている程度で

舎内環境と密接K関連する立面的構造、糞尿処理Kついては、今後の問題として残されている。

34) 
北海道では 46年 2月K農務部が北海道営農方式17rr:を発表しているo

加、養豚附ける管理、畜舎の問題を総合的K解説した文献は、日本で少左いが、栗原が日開ぎ

35 ) 
K、外国ではA.H.Jensenの論文が広い分野の問題を整理していて参考K在ろう。

おわりに

養豚の管理と畜舎の諸問題を、北海道の実態を紹介し左がら考えてみた。畜産(rC:;i:，-'ける生産性向上の
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の努力は、動物本来の能力を高めるという育種学的左研究と効率的左飼養管理技術の研究が平行して必

36) 
要左ととは云うまでも左い。との中で後者Kついては鈴フ!さが指適するどとく工学的手法や経済学的手法

の導入が必要であb、養豚(rCj甘いても畜産学的左手法だけでは対応でき左い時期K入ったととを強〈感

じられる。さらにや社会経済の活動が一層複雑化してゆく今日では、単K個別経営の問題だけで対応で

き左い面も多く、地域生産形態をどの広範左視点での努力も必要であろう。
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